　　イヌのストレス測定指標としての皮膚通電法の有用性
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【はじめに】過剰なストレスは生体に様々な影響をおよぼし、なかでも免疫系、消化器系、循環器系などに支障を来たすことがわかっている。そのためストレスの定量的測定法が必要とされており、これまで様々な指標について探索されてきた。現在、イヌのストレスは、コルチゾールやカテコールアミン類といったホルモンが指標として汎用されているが、これらは測定操作が煩雑で結果を得るまでに時間がかかるなどの問題がある。近年ヒトでは、皮膚に接触させた電極間に微弱な電流を流し、得られるインピーダンス値を交感神経支配下の汗腺活動と考える皮膚通電法によるストレス測定の試みが行われている。この方法は測定が容易であり、結果が即座に出力され、非侵襲的であるなどのメリットを有する。そこでわれわれは、イヌにおいて皮膚通電法によるストレスの評価を試みた。安静時のストレスの評価とともに、運動負荷によるストレス負荷状態および鎮静薬投与によるストレス軽減状態を人為的に作り出し、ストレスホルモンを同時に測定し評価を行った。
【材料と方法】健常ビーグル成犬5頭を用い、安静時、運動負荷を10分与えた時（運動時）、メデトミジン0.01mg/kg筋肉注射にて鎮静状態にした時（メデトミジン鎮静時）、アセプロマジン0.1mg/kg筋肉注射にて鎮静状態にした時（アセプロマジン鎮静時）、フェンタニル0.01mg/kg静脈内注射にて鎮静状態にした時（フェンタニル鎮静時）に各5回ずつ皮膚通電法により皮膚インピーダンス値を測定した。鎮静状態はRamsay Scale 3～4に至った時点とした。皮膚インピーダンス値の測定は、イヌの発汗部位である両前肢のパッドに電極を装着し、電極間に微弱な電流を流してインピーダンス値を測定することにより行った。測定にはPS‐IMP001（ストレス測定用機器；（有）ライブエイド社製）を用いた。また同時に採血を行い、血中コルチゾール値、アドレナリン値およびノルアドレナリン値を測定した。得られた測定値はスチューデントのt検定法、ピアソンの相関係数検定法を用い、危険率5%において統計処理を実施した。
【結果】皮膚インピーダンス値は、安静時と比較して運動時に有意に上昇した。同様の結果がコルチゾール値でも見られ、アドレナリン値、ノルアドレナリン値も運動時に上昇する傾向があった。鎮静時においては、ストレスホルモン値はメデトミジン鎮静時のみ減少し、他の薬物使用時では増加する傾向が認められた。またすべての測定時において、皮膚インピーダンス値はコルチゾール値、アドレナリン値およびノルアドレナリン値との間に有意な正の相関関係を示した。
【考察】今回の実験で得られたインピーダンス値と血中ストレスホルモン値の高い相関関係から、皮膚通電法によるインピーダンス値測定は、イヌのストレス指標として有用であることが示唆された。また鎮静時に関しては、使用薬物の種類により作用機序が異なり、外見は鎮静状態が保たれているが生体内ではストレス負荷がかかっている場合があると考えられた。さらに皮膚通電法では、各々のストレスホルモンの変化に従ったインピーダンス値の変化が認められたことから、薬物によるわずかな反応の違いも鋭敏に捉えることが可能であると考えられた。
